
 
 
 
 
 
 

新規事業評価調書 
【河川事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土木局 河川整備課 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【評価調書様式１】 

投資事業評価調書（新規） 
 

部課室名 
県土整備部 

土木局 河川整備課 

記入責任者職氏名

（担当者氏名） 

 河川整備課長 森脇 康仁  

（課長補佐兼治水係長 中村 浩康） 

内線
4408 

(4437) 

 
 

河 川 名 事 業 区 間 総事業費 67.1 億円

事業種目 河川事業 
二級河川三原川水系 三原川 南あわじ市 内用地補償費   0.13億円

所  在  地 
着手予定 
年  度 

完成予定
年  度

南あわじ市 松帆他 Ｈ２１ Ｈ３３ 

事 業 目 的 事 業 内 容 

三原川流域の内水区域では、昭和25年、昭和40年と度重な

る内水被害が頻発したことから、昭和40年代に３排水機場を

設置し内水対策に努めてきた。 

当排水機場は、建設後約40年が経過しており老朽化が著し

いことから機能保持を図ると共に、排水機場の能力を増強し

地域住民が安全で安心して生活できる環境を確保する。 

 

【実施内容】 

○排水ポンプ改築(30.2m3/s） 

・入貫川排水機場:16.8m3/s（増強） 

・孫太川排水機場: 7.4m3/s 

・倭文川排水機場: 6.0m3/s 

○旧排水機場撤去 

【負担割合】国:1/2 県:1/2 

評価視点 評価結果の説明 

 

(1)必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)有効性・効率性 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)環境適合性 

 

 

(4)優先性 

・三原川下流域は、洪水時の河川水位よりも低い内水域が広がり、外水対策とあわせ

て排水機場による内水対策が必要である。 

・平成16年台風23号では、河川からの溢水、また一部の排水機場の水没による機能停

止が発生したため、床上浸水275戸、床下浸水652戸の浸水被害が発生した。 

・現排水機場はS40年代に整備したもので、（入貫川排水機場(S41設置)、倭文川排水

機場(S45設置)、孫太川排水機場(S42設置)）老朽化が著しく、平成15年度に学識経

験者、専門家等で構成する「河川排水機場総合診断・評価委員会」において、機能

確保のため更新が必要と判断された。 

 

・費用便益費Ｂ／Ｃ＝2.5（入貫川：3.4、孫太川：2.1、倭文川：1.3） 

・内水対策の検討にあたっては、県市の各部局で構成する三原川内水対策検討会、及

び内水地域代表者会議で地域の意見集約を図り、河川整備計画(案)にポンプの増改

築を位置づけている。(H20) 

・当該排水機場の改築により、S54.9台風16号（確率規模1/10相当）に対して、内水

域における床上浸水被害を軽減する。 

・南あわじ市においては、内水区域の排水路整備等の内水対策を進めることとしてい

る。 

 

・低騒音・低振動型の環境面に配慮したポンプを設置する。 

・景観面に配慮した上屋により周囲との調和を図る。 

・排水機場は、Ｓ40年代に建設し約40年が経過しており、老朽化が著しい状況である

ことから機能確保のため早期改築が必要である。 

・平成16年災害による甚大な浸水被害を受け、再度災害防止対策のため優先性は高い。

・排水機場の整備と合わせて、市においては内水対策として排水路整備等を進めるこ

ととしている。 
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凡例 

流域界 

計画基準点

ダム 

御原
み は ら

橋 

 
 三原川位置図（流域図） 

Ｓ＝１／１００，０００ 

倭文川 

排水機場

孫太川 

排水機場 

入貫川 

排水機場

国道２８号 

神戸淡路鳴門自動車道 

○流域面積 １２３．７ｋ㎡ 

  ・水田、畑地 ４９．１ｋ㎡（４０％） 

  ・山林    ６０．４ｋ㎡（４９％） 

  ・宅地、建物  ９．７ｋ㎡（ ８％） 

  ・道路     １．０ｋ㎡（ １％） 

  ・水路     ３．５ｋ㎡（ ２％） 



浸 水 状 況（１）

平成16年台風23号浸水状況写真【平成16年10月20日】

⑤三原・倭文川流域

倭
文
川

三原
川

倭
文
川

昭和54年台風16号浸水写真

④入貫川流域

三
原
川 三原川

大
日
川

入貫川

新
川

4

5
1

3

2

平成16年台風23号浸水実績図及び位置図 ＜昭和54年台風16号浸水実績＞
浸水面積 2700ha
床上浸水約2,000戸 床下浸水 3,149戸
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＜平成16年台風23号浸水実績＞
浸水面積 1080ha
床上浸水 275戸 床下浸水 652戸

①倭文線から宝明寺川、倭文川方面 ③孫太川県道西路バイパス西路公園近く② 大日川、馬乗捨川合流部破堤

馬
乗
捨
川

大
日
川



浸 水 状 況（２）
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平成16年台風23号浸水実績図及び位置図

①

②

倭文川
排 水 機
場

孫太川
排 水 機
場

入貫川
排 水 機
場

＜近年の浸水被害実績＞

面積(ha) 床上(戸) 床下(戸)

H 9 0.33 0 8

H10 0.88 0 31

H11 611.22 6 115

H15 0.95 0 9

H16 1080.00 275 652

＜平成16年台風23号被害状況＞
浸水面積 1080ha
床上浸水 275戸 床下浸水 652戸



浸 水 状 況（３）

大日川、馬乗捨川合流部破堤

入貫川流域
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＜平成16年台風23号被害状況＞
浸水面積 1080ha
床上浸水 275戸 床下浸水 652戸

＜昭和54年台風16号浸水実績＞
浸水面積 2700ha
床上浸水 約2,000戸 床下浸水 3,149戸

馬
乗
捨
川

大
日
川

②

三
原
川 三原川

大
日
川

入貫川

新
川

①



 
 

 

 

三原川 

河 道 

内水河川を含む流域 

内水区域を含む流域 

凡  例 

倭文川 

排水機場 

孫太川 

排水機場 
入貫川 

排水機場

P

P
P

P
P

P

P P

P

P

P

P

P

 
：県以外の管理の排水機場 P

河整－6 

内水区域を含む流域 
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S=1:20,000 

入貫川排水機場内水域地盤高図 
A-A断面

朔望平均満潮位 

より低い 

朔望平均満潮位

より低い 
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S=1:20,000 

孫太川排水機場内水域地盤高図 
A-A断面

朔望平均満潮位

より低い 

朔望平均満潮位

より低い 
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S=1:20,000 

倭文川排水機場内水域地盤高図 

朔望平均満潮位

より低い 

A-A断面

朔望平均満潮位

より低い 
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各排水機場ともに設置年が古く、ポンプ及び排水樋門の更新・整備が必要とされている 

 

 

 

 入貫川 孫太川 倭文川 備考 

設置年 1966 年：42 年経過 (1,2,3 号) 

1967 年：41 年経過 

(4 号) 

1988 年：20 年経過 

1970 年：38 年経過 2008 年 

現在基準 

2.2m3/s（3 台） (1,2,3 号)1.8m3/s 

(4 号)    2.0m3/s 

3.0m3/s（2 台） 吐出量 

合計：6.6 m3/s 合計：7.4 m3/s 合計：6.0m3/s 

 

現状の排水機場 



 
 

 

  

Ｓ４１供用開始 （４２年経過）
 

 

 

 

  

Ｓ４２供用開始 （４１年経過）
 

 

 

  

Ｓ４５供用開始 （３８年経過）
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①入貫川排水機場

◆入貫川内水域 〔A=8.7km2〕
S54台風16号の内水による浸水状況（シミュレーション）

（農地76%、宅地21%、水面3%）
現状 6.6m3/s （S41供用開始、2.2m3/sポンプ×3台）

↓
更新 16.8m3/s （事業費：29.4億円）

　  河川
(昭和54年洪水対応)

　河川

　流域界

S54洪水
浸水想定区域

凡例

床下浸水解消

入貫川
排水機場

対策前

対策後 床上が
床下に
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湛
水
位
（
T
.P
.+
m
)

浸水家屋数（戸）

床上浸水

床下浸水

浸水軽減

Ｓ54台風
16号洪水
に対して

16.8m3/s
のポンプ
効果

約110m3/s
のポンプが
必要

対 策 無

≪浸水被害戸数≫

1.44（T.P.+m)

1.70（T.P.+m)

水位低下

床上浸水被害がゼロになる水位

現 状
ポンプ規模

6.6m3/s
1.54（T.P.+m)

床上 49戸

床下 117戸

206ha浸水面積

S54洪水浸水
想定家屋

床上 17戸

床下 69戸

178ha浸水面積

S54洪水浸水
想定家屋

河
整
－
1
2



河
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S54台風16号の内水による浸水状況（シミュレーション）

②孫太川排水機場

◆孫太川内水域 〔A=3.1km2〕 （農地53%、宅地9%、森林33%、水面5%）
現状 7.4m3/s （S42供用開始、

1.8m3/sポンプ×3台、2.0m3/sポンプ×1台)
↓

更新 7.4m3/s （事業費：19.5億円)

床下浸水解消

床上が床下に

床上が床下に

対策前 対策後

　  河川
(昭和54年洪水対応)

　河川

　流域界

S54洪水
浸水想定区域

凡例

孫太川
排水機場
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位
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浸水家屋数（戸）

床上浸水

床下浸水

1.61（T.P.+m)

床上浸水被害がゼロになる水位

≪浸水被害戸数≫

浸水軽減

1.36（T.P.+m)

Ｓ54台風
16号洪水
に対して

7.4m3/s
のポンプ
効果

約15m3/s
のポンプ
が必要

対 策 無

水位低下

床上 23戸

床下 15戸

76ha

S54洪水浸水
想定家屋

浸水面積

床上 6戸

床下 18戸

68ha

S54洪水浸水
想定家屋

浸水面積



③倭文川排水機場

S54台風16号の内水による浸水状況（シミュレーション）

◆倭文川内水域 〔A=5.9km2〕 （農地64%、宅地11%、森林22%、水面3%）
現状 6.0m3/s （S45供用開始3.0m3/sポンプ×2台）

↓
更新 6.0m3/s （事業費：18.2億円）

　  河川
(昭和54年洪水対応)

　河川

　流域界

S54洪水
浸水想定区域

凡例

床下浸水解消

床上が床下に

対策前

対策後

倭文川
排水機場
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1.40（T.P.+m)

床上浸水被害がゼロになる水位

≪浸水被害戸数≫

浸水軽減

1.19（T.P.+m)

Ｓ54台風
16号洪水
に対して

6.0m3/s
のポンプ
効果

約15m3/s
のポンプ
が必要

対 策 無

水位低下

床上 16戸

床下 30戸

127ha浸水面積

S54洪水浸水
想定家屋

床上 3戸

床下 40戸

110ha浸水面積

S54洪水浸水
想定家屋

河
整
－
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入貫川 孫太川 倭文川

入貫川排水機場 孫太川排水機場 倭文川排水

入貫川 孫太川 倭文川

　　　　被害額＝一般資産被害（家屋、家庭用品、事業所償却資産、農漁家償却資産等）

（２）算定に用いた資料

　　　　治水経済調査マニュアル（案）　国土交通省河川局　平成17年4月

　　２）費用＝「排水機場（ポンプ＋樋門）建設費＋維持管理費」を現在価値化

●三原川排水機場　整備工程

排水機場
改築の
詳細設計等

排水機場
改築工事

旧排水機場
撤去工事

H29年度
H30年度
以降

三原川河川
整備計画
検討懇談会

計
・床上浸水戸数 62戸の軽減

17,239

建設4年、耐用年数50年
として計算

4,338

2,393

孫太川排水機場

倭文川排水機場

2,774

1,713

2.1

・氾濫防止面積 53ｈａ

・床上浸水戸数 17戸の軽減

・氾濫防止面積 8ｈａ

・床上浸水戸数 13戸の軽減

・氾濫防止面積 17ｈａ
1.3

2.56,971

1,843

●三原川排水機場　費用便益比

（１）費用便益比の考え方

　　１）便益＝治水事業を実施することによる被害軽減期待額を現在価値化

　　　　　　　　＋農産物被害＋公共土木施設等被害＋営業停止被害＋応急対策費用

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度
備考

・氾濫防止面積 28ｈａ

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度

3.4

（４）費用便益（Ｂ／Ｃ）

治水安全度1/10の降雨
に対する代表的な効果

・床上浸水戸数 32戸の軽減

排水機場

入貫川排水機場

便益（Ｂ）

総便益

（百万円）

10,508

年平均被害軽減期待額の算出
生起確率毎の年平均被害軽減額を算
定

（３）便益（Ｂ）の算出方法

河川整備計画改
修河道断面での
ＨＱ変換

内水域のモデル化流出解析

外水位の設定 内水計算

貯留関数法
（河川整備基本方
針モデル）

S54洪水流出
ハイドロ作
成

１池モデル
の構築

費用便益費

標高別浸水エリア
田・畑の一面単
位で等高エリア
区分

等高エリア毎の
面積・家屋数を
算出

浸水深別資産額の算出

標高別家屋数の計測
ポンプ規模別
浸水位の算出

総費用

（百万円）

建設費

（百万円）

3,055

2,030

1,886

（百万円）

河整－15

6,330

Ｂ／Ｃ

費用（Ｃ）

641

173

187

281

維持管理費




